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事
蹟
に
謎
も
多
い
和
歌
山
県
ゆ
か
り
の
鎌
倉
末
期
～
南
北
朝
期
の
一
禅
律
僧
に
つ
い

て
、
多
様
な
素
材
を
広
く
検
討
し
、
そ
の
実
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
論
文
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
興
国
寺
を
開
い
た
無
本
覚
心
の
伝
記
『
紀
州
由
良
鷲
峰
開
山
宝
灯
円
明
国
師
之

縁
起
』
に
お
け
る
、
至
一
の
事
績
を
確
認
す
る
。
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
覚
心
九
十
一

歳
の
時
、
粉
河
寺
大
門
供
養
の
導
師
に
招
か
れ
、
布
施
を
断
り
稚
児
を
所
望
し
、
出
家
さ

せ
て
覚
一
（
の
ち
至
一
）
と
名
付
け
た
。
至
一
は
粉
河
寺
に
禅
院
の
誓
度
院
を
建
て
、
覚

心
を
一
世
、
自
ら
を
二
世
と
し
た
。
粉
河
寺
の
中
興
に
力
を
尽
く
し
、
鞭
で
石
を
動
か
す

奇
瑞
を
現
わ
し
た
。
鎌
倉
に
下
向
し
て
弁
財
天
法
を
修
し
、
粉
河
寺
本
堂
の
火
災
を
察
し

て
童
子
を
飛
ば
し
て
鎮
火
し
た
。
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
覚
心
三
十
三
回
忌
に
は
、
鎌

倉
に
千
光
院
を
建
立
し
て
大
法
会
を
催
し
た
。
す
で
に
伝
説
化
し
て
い
る
が
、
生
ま
れ
故

郷
と
さ
れ
る
紀
の
川
市
西
川
原
の
釋
尊
寺
に
は
至
一
を
描
い
た
「
勝
因
渓
雲
和
尚
寿
像
」

が
伝
わ
り
、
亡
く
な
る
二
年
前
の
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
中
巌
円
月
の
賛
が
あ
り
、
一

部
字
句
が
対
応
す
る
。
そ
の
故
郷
に
は
伝
承
・
ゆ
か
り
の
品
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
供

養
塔
か
ら
十
五
世
紀
末
～
十
六
世
紀
頃
に
至
一
を
顕
彰
す
る
動
き
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

つ
い
で
誓
度
院
の
勧
進
活
動
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
も
あ
る
古
文
書
を
再
読
す
る
。
誓

度
院
は
至
一
以
前
よ
り
存
在
し
、
至
一
は
延
慶
三
年
（
一
三
〇
一
）
に
勧
進
僧
と
し
て
現

れ
、
朝
廷
・
武
家
と
の
関
わ
り
持
っ
た
。
ま
た
粉
河
寺
領
に
弁
財
天
社
が
多
く
残
り
、
荘

域
の
根
本
文
書
へ
の
加
筆
と
も
絡
め
、
至
一
の
得
意
と
し
た
修
法
と
の
関
わ
り
を
推
測
す

る
。
さ
ら
に
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
に
仁
和
寺
に
あ
っ
た
こ
と
と
『
太
平
記
』
に
描
か

れ
た
外
法
の
使
い
手
と
し
て
の
姿
と
の
整
合
性
を
確
認
し
、
東
国
に
お
け
る
活
動
拠
点
と

し
て
鎌
倉
亀
ヶ
谷
の
勝
因
寺
と
鶴
岡
八
幡
宮
近
く
の
新
宮
と
を
指
摘
し
て
、『
頼
印
大
僧

正
行
状
絵
詞
』
に
み
え
る
後
鳥
羽
院
の
霊
託
者
と
歌
論
書
『
井
蛙
抄
』
の
水
無
瀬
御
影
堂

長
老
と
し
て
の
姿
を
照
合
さ
せ
る
。
最
後
に
は
葛
城
修
験
の
和
泉
国
犬
鳴
山
七
宝
瀧
寺
の

縁
起
に
も
触
れ
て
法
灯
派
の
南
朝
・
北
朝
二
方
の
依
頼
を
受
け
た
姿
を
示
す
。

　

史
料
細
部
の
解
釈
や
事
実
性
を
認
め
る
範
囲
な
ど
に
検
討
の
余
地
は
あ
る
も
の
の
、
断

片
的
で
史
実
の
抽
出
が
難
し
い
各
種
の
史
料
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
地
域
の
歴
史
を
掘
り

起
こ
す
作
業
が
な
さ
れ
て
い
る
。�

（
藤
原
重
雄
）

坂
本
亮
太
「
至
一
上
人
考
︱
南
北
朝
期
に
お
け
る
臨
済
宗
法
灯
派
禅
僧
の一
側
面
︱
」

（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
二
八
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

　　

東
京
都
府
中
市
に
所
在
す
る
禅
宗
寺
院
・
龍
門
山
高
安
寺
に
つ
い
て
、『
新
府
中
市
史
』

中
世
資
料
編
の
編
纂
成
果
を
踏
ま
え
た
二
点
の
史
料
の
再
検
討
を
中
心
に
、
曹
洞
宗
寺
院

と
し
て
戦
国
期
に
再
興
さ
れ
る
以
前
の
、
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
の
状
況
を
明

ら
か
に
す
る
論
文
で
あ
る
。

　

検
討
す
る
史
料
の
一
点
目
は
、『
無
準
師
範
頂
相
』（
円
覚
寺
所
蔵
）
で
あ
る
。
こ
の
頂

相
に
付
さ
れ
た
東
陵
永
璵
に
よ
る
画
賛
は
、
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
ご
ろ
に
高
安
寺
住

持
の
少
室
慶
芳
の
求
め
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
賛
文
で
は
無
準
師
範
か
ら
無

学
祖
元
、
高
峰
顕
日
を
経
て
少
室
慶
芳
に
至
る
臨
済
宗
仏
光
派
の
法
脈
を
踏
ま
え
た
記
述

に
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
少
室
の
直
接
の
師
僧
で
あ
る
空
室
妙
空
へ
の
言
及
が
な
い
こ
と
、

少
室
へ
の
呼
称
が
す
で
に
「
長
老
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頂
相
が
空
室
か
ら

少
室
へ
の
「
嗣
法
の
証
」
と
し
て
で
は
な
く
、
遠
祖
無
準
師
範
へ
の
「
敬
慕
の
対
象
」
と

し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
、
高
安
寺
と
仏
光
派
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
。

　

二
点
目
の
史
料
と
し
て
、
足
利
尊
氏
の
宿
願
に
よ
り
文
和
五
年
（
一
三
五
六
）
に
開
版

さ
れ
た
『
智
感
版
大
般
若
経
』
巻
二
の
出
資
結
縁
者
に
「
住
高
安
比
丘
慶
芳
」
が
見
え
、

ま
た
『
普
済
寺
版
五
部
大
蔵
経
』
に
も
高
安
寺
僧
の
名
が
見
え
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ

ら
の
出
版
事
業
が
円
覚
寺
正
続
院
に
拠
っ
た
仏
光
派
を
中
心
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
高

安
寺
と
円
覚
寺
、
そ
し
て
鎌
倉
府
・
鎌
倉
公
方
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
な

お
、
常
陸
来
迎
院
所
蔵
『
大
般
若
経
』
写
本
、
日
光
山
輪
王
寺
所
蔵
『
大
般
若
経
』
写
本

に
も
高
安
寺
僧
が
見
え
、
こ
れ
ら
の
書
写
は
天
台
談
義
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
武
蔵
定
光
寺
談
義
所
と
の
関
わ
り
も
推
定
す
る
。

　

禅
僧
に
よ
る
画
賛
を
史
料
と
し
て
読
み
解
く
手
法
は
つ
と
に
注
目
さ
れ
、
着
実
に
そ
の

成
果
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
本
論
文
は
単
に
賛
文
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
賛
文
の

記
述
を
禅
宗
の
門
派
の
論
理
か
ら
分
析
し
た
上
で
、
典
籍
の
刊
記
や
奥
書
と
も
照
合
し
て

寺
院
間
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
域
史
・
寺
院
史
へ
の
活
用

に
つ
い
て
新
た
な
可
能
性
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。�

（
川
本
慎
自
）

白
川
宗
源
「
中
世
の
髙
安
寺
に
つ
い
て
」（『
新
府
中
市
史
研
究 

武
蔵
府
中
を
考
え
る
』

三
、
府
中
市
史
編
集
委
員
会
、
二
〇
二一
年
二
月
）
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仁
和
寺
の
観
音
堂
は
寛
永
・
正
保
年
間
に
幕
府
の
支
援
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
堂
舎
の
一

つ
で
あ
る
。
一
連
の
再
興
事
業
に
尽
力
し
た
学
僧
の
一
音
坊
顕
證
の
構
想
の
も
と
、
絵
仏

師
木
村
徳
應
が
内
部
の
壁
画
制
作
を
担
当
し
た
。
本
論
文
は
こ
の
壁
画
を
詳
細
に
分
析
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
着
工
以
前
の
計
画
案
『
畫
像
幷
綵
色
目
録
』
と
、
そ
の
後
の
二

点
の
顕
證
の
メ
モ
に
よ
り
、
当
初
の
構
想
と
そ
の
変
遷
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

著
者
の
考
察
に
よ
る
と
、
観
音
堂
の
壁
画
は
密
教
寺
院
の
仏
堂
に
し
て
は
特
異
な
点
が

多
い
。
例
え
ば
、
須
弥
壇
後
壁
画
の
白
衣
観
音
像
は
禅
宗
寺
院
に
相
応
し
い
も
の
で
、
徳

應
が
東
福
寺
の
明
兆
筆
と
さ
れ
る
作
品
を
受
容
し
作
成
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
柱

絵
・
後
壁
裏
面
・
側
壁
画
に
お
い
て
も
持
物
の
改
変
、
密
教
風
で
は
な
い
像
、
六
臂
の
帝

釈
天
の
よ
う
な
類
例
の
な
い
像
が
存
在
す
る
。

　

須
弥
壇
後
壁
画
の
四
天
王
に
つ
い
て
は
、
緑
色
身
像
は
左
手
を
右
手
と
し
て
誤
っ
て
描

い
て
お
り
、
ま
た
四
方
へ
の
配
位
が
一
致
し
な
い
。
絵
仏
師
に
し
て
は
初
歩
的
な
誤
り

で
、
顕
證
も
見
落
と
し
た
の
は
不
審
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
に
も
制
作
に
携
わ
っ
た

絵
師
の
技
量
を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
事
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
著
者
の
「
仁
和
寺
五
重
塔
内
荘
厳
と
顕
證
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
六
八
四
、

二
〇
二
〇
年
）
で
の
検
討
に
よ
る
と
、
五
重
塔
で
は
顕
證
は
密
教
事
相
学
者
的
な
姿
勢
で

忠
実
な
伝
統
図
像
を
描
か
せ
て
い
る
と
い
う
。
必
ず
し
も
本
来
の
伝
統
的
な
図
像
が
閑
却

さ
れ
、
仏
堂
の
荘
厳
画
の
質
が
低
下
し
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
、
絵
師
の
判
断
の
も
と

に
新
し
く
自
由
な
図
像
表
現
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
も
評
価
で
き
る
。
徳
應
は
仙
台
伊
達

家
・
熊
本
細
川
家
な
ど
の
大
名
家
や
、
黄
檗
宗
に
関
す
る
仏
画
・
肖
像
画
等
も
手
掛
け
、

個
性
的
な
作
品
を
残
す
、
近
世
前
期
の
興
味
深
い
絵
仏
師
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
事
績
の

な
か
で
も
重
要
な
仁
和
寺
の
作
品
群
に
関
す
る
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。

　

ま
た
、
近
世
前
期
の
仁
和
寺
再
興
に
つ
い
て
は
、
絵
画
の
み
な
ら
ず
多
様
な
作
品
が
残

さ
れ
、
文
献
史
料
に
も
恵
ま
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
の
上
に
、
各
分
野
の
研
究
が
よ
り

充
実
す
る
こ
と
で
、
背
後
に
あ
る
学
問
や
思
想
、
さ
ら
に
は
国
家
に
お
け
る
仏
教
の
位
置

づ
け
に
も
迫
り
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
今
後
の
進
展
が
楽
し
み
で
あ
る
。�

（
林　

晃
弘
）

林
温
「
仁
和
寺
観
音
堂
壁
画
―
近
世
初
期
仏
教
空
間
の
構
想
―
」（『
芸
術
学
』
二
四
、

三
田
芸
術
学
会
、
二
〇
二一
年
三
月
）

　　
「
古
地
図
で
楽
し
む
」
と
銘
打
っ
た
一
般
向
け
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
が
、

専
門
的
な
内
容
が
多
く
含
ま
れ
る
。
琉
球
と
い
う
地
域
の
特
異
性
も
あ
っ
て
、
実
際
に
は

「
古
地
図
」
に
加
え
て
、
紙
面
の
多
く
を
屛
風
絵
や
絵
図
な
ど
の
近
世
の
絵
画
史
料
の
分

析
に
あ
て
て
い
る
。
首
里
・
那
覇
関
連
の
絵
画
史
料
に
つ
い
て
の
研
究
書
と
い
え
ば
、
先

ご
ろ
刊
行
さ
れ
た
『
琉
球
船
と
首
里
・
那
覇
を
描
い
た
絵
画
史
料
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
一
九
年
）
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
が
大
型
・
高
額
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
書
は
手
軽

に
入
手
・
利
用
で
き
る
点
が
あ
り
が
た
い
。

　

パ
ー
ト
１
「
都
市
化
と
古
地
図
・
絵
図
」
が
総
論
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

安
里
進
・
平
川
信
幸
の
論
考
が
、
時
代
ご
と
の
作
品
群
の
性
格
と
、
制
作
者
の
視
角
、
景

観
年
代
特
定
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
パ
ー
ト
２
以
下
は
、
各
論
と
い

う
べ
き
内
容
で
、
ま
ず
パ
ー
ト
２
「
首
里
と
那
覇
」
で
都
市
景
観
に
つ
い
て
、
崎
原
恭

子
・
外
間
政
明
が
分
析
を
加
え
る
。
パ
ー
ト
３
「
都
市
生
活
を
支
え
た
生
産
と
流
通
」
で

は
、
都
市
・
港
湾
の
機
能
と
産
業
活
動
に
関
す
る
、
伊
集
守
道
・
喜
納
大
作
・
麻
生
伸
一

の
論
考
を
収
め
る
。
パ
ー
ト
４
「
都
市
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
で
は
、
篠
原
あ
か
ね
・
伊

禮
拓
郎
・
梅
崎
晴
光
が
都
市
住
人
の
風
俗
・
文
化
を
扱
っ
て
い
る
。

　

カ
ラ
ー
写
真
を
豊
富
に
掲
載
し
て
、
読
み
や
す
さ
を
追
求
し
た
と
思
わ
れ
る
本
書
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
史
料
全
体
の
構
成
よ
り
は
描
き
こ
ま
れ
た
細
部
の
ト
ピ
ッ
ク
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
楽
し
く
読
み
な
が
ら
も
、
今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
テ
ー
マ
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
一
冊
で
あ
る
。

　

注
意
を
要
す
る
の
が
、
本
書
で
は
「
古
地
図
・
絵
図
の
画
像
に
は
、
画
像
編
集
ソ
フ
ト

で
退
色
復
元
処
理
を
施
し
」
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。「
当
初
の
色
に
近
い
画
像
が
わ

か
り
や
す
く
楽
し
め
る
と
考
え
た
か
ら
」
と
い
う
が
、
復
元
の
根
拠
が
確
か
な
も
の
で
あ

る
の
か
、
若
干
の
不
安
を
覚
え
る
。
ち
な
み
に
、
カ
バ
ー
図
版
の
「
琉
球
貿
易
図
屛
風
」

（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
蔵
）
の
海
の
色
が
、
現
状
で
は
や
や
緑
色
を
帯
び
て

い
る
の
に
対
し
て
、
か
な
り
鮮
や
か
な
青
色
に
な
っ
て
い
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

�

（
高
橋
慎
一
朗
）

安
里
進
・
外
間
政
明
編
著
『
古
地
図
で
楽
し
む
首
里
・
那
覇
』（
風
媒
社
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
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